
























































                                                  



































































































































 13:30 茅野市公民館に集合 
  茅野市の公民館活動について、説明と質疑（矢島公民館長） 
 15:00 茅野市内調査実習（茅野市公民館職員の案内） 
 17:00 青少年自然の森に到着 
 野外炊爨で夕食をとる 
 19:30 学習専門委員会の参観と意見交換（於茅野市公民館） 
 22:00 青少年自然の森に宿泊 
 
 9月4日（金） 
 8:00  朝食 
 9:30～11:00 地区職員会の参観 
 12:00  昼食 
 13:00～ 各グループで分かれて見学 
  ・縄文考古館班→尖り石縄文考古館へ 
  ・パートナーシップのまちづくり班 
  →茅野市役所パートナーシップのまちづくり推進課へ 
  ・CHUKOらんどチノチノ・子ども館班 
  →CHUKOらんどチノチノ、0123広場へ 
 19:00  丸山公民館分館役員会参観と懇談会（於丸山分館） 
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 8:30 朝食 
 9:30 茅野市の公民館活動について矢島館長と意見交換 




  教育研究科スクールリーダーシップ開発専攻１年 高地雅就 
  人文・文化学群人文学類３年   池田駿 
 
 ○パートナーシップのまちづくり班 
  人間学群教育学類４年  藤田悠佑 
  人間学群教育学類３年  田崎智也 
同   本間信和 
 
 ○CHUKOらんどチノチノ・こども館班 
  人間総合科学研究科博士前期課程教育学専攻１年 小宅優美 



























































7月 歴史学習会 汐の源流を訪ねて① 
8月 
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・『第61回 茅野市公民館分館職員研修会資料』茅野市公民館・茅野市公民館専門委員会  2015
年 
・『パートナーシップのまちづくり』茅野市役所 2007年 
・「平成27年学習分科会分館活動事例発表資料」丸山分館 2015年 
 
４．おわりに 
 今回の調査実習を通してまず印象的であったのが、茅野市が非常に特徴的な公民館システム
を敷いていることである。１の本館、10の地区館、80の分館は、コミュニティ運営協議会や地
区職員会によってネットワーク化されており、官民協働による市民の力の活用がより活発に行
えるようになっている。近年、公民館は自治体の財政難に基づく首長部局移管や指定管理者の
導入などの厳しい状況に置かれているが、茅野市は公民館によって地域コミュニティを、市民
の力を活かし連携・協働へと繋げる場としようとしていた。即ち、社会教育をまちづくりに活
かしていこうとする行政の在り方が、珍しく感じられたのである。茅野市役所パートナーシッ
− 38 −
プのまちづくり推進課の葛西係長が、パートナーシップのまちづくりの知名度が低い点につい
て課題があると述べていたが、公民館システムの末端に位置し、住民にとって最も身近である
分館がその課題を解決するための鍵となるだろう。行政の職員が直接的には関わらず、より地
域に密着した活動を展開する分館が、パートナーシップをより意識した活動を展開するなど、
行政や他地域とある地域住民の架け橋となるような活動を展開することで、徐々に知名度を上
げていくことができると考える。 
しかし表１を見てみると、そういった活動は見受けられない。例えば、丸山分館の歴史学習
会は宮川地区で持ち回りの歴史学習会に備える一環で発足しているが、宮川地区の各分館と地
区館が協力して地区の歴史学習を行う場を用意するなど、分館がその地域だけに終始せず、よ
り広い範囲へとその地域の住民を巻き込んでいけるような仕組みを作ることなどが考えられる。
同様に、ある地域の住民と行政とをより直接的に繋げていくような役割が今後の分館活動には
期待されていくのではないだろうか。 
 次に印象的であった点が、茅野市では丸山分館のように分館の活動が活発であることだ。分
館は、自主運営・自主管理・自主財源で成り立っているが、丸山分館は各部の活動を含め１～
２カ月に１回は地域住民を対象にした活動を展開しており、住民同士の学習活動も行われてい
る。市民が自らの手で相互に学び合うというのはまさしく社会教育の姿の１つである。しかし、
その社会教育を担う人材を担保しているのがその人自身の自主性と熱意に加え、一種の区内の
構造によっているという点には留意しておきたい。丸山区では区を更に４つの組に分けており、
各組の事情によって選ばれた組長が１年の任期を終えると、その翌年から分館の役員に就くと
いうシステムがいつの間にか成立していたという。各組の事情によって組長が選出されている
ため、その詳細については把握しかねるが、少なくとも100%その人の自主性に委ねられている
訳ではないのである。現在は若い人が減少しており、組長を務めることが２回目の人の出てき
た時の対応をどうするかなどの課題もあって、茅野市内でも活発な分館活動を行っている丸山
地区の活発さを、いかにして維持していくかについては改めて考えなければならないものと思
われる。更に、茅野市内でも活発な分館活動をしている丸山地区ですら人手不足の問題を抱え
ているため、他の区でも全く同じようにして分館活動を活発化させるのは困難と思われる。こ
の点についても、今後は考えていく必要があるのではないだろうか。 
 最後に、実際に茅野市を訪れて特徴的な公民館システムと活発な分館活動を見てみて、先述
したように厳しい状況下にある社会教育や公民館にとり、茅野市の公民館システムや分館活動
は１つのモデルケースになり得ると感じた。そのためにも、今抱えている課題を再確認し、パ
ートナーシップのまちづくりについて考え直してみる必要があるのではないだろうか。分館活
動がいかなる方向に、いかなる方法で向かっていくのかについては、調査実習に訪れた一学生
の身としても更に考え深めていきたい。 
